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質 問 事 項  質 問 要 旨 指 定 答 弁 者 

１．保険証の安定

的な使用を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．国保税の値上

げは中止せよ 

昨年１２月より紙の保険証の発行が廃止された。マイナ

保険証への切り替えが半ば強制される中、問題点が続出

し、保険団体・被保険者とも混乱している。このような  

状況の中、当町の現状を以下伺う。 

（１）当町における保険証の扱いはどうなっているのか。

国民健康保険・後期高齢者医療保険ともに明らかに。 

（２）当町において保険証をめぐる問題は生じていない

か。 

（３）紙の保険証を復活させるよう国に対して要請すべき

と考えるがいかがか。 

 

７月３０日に令和７年第３回杉戸町国民健康保険運営

協議会が開催され、令和８年度の国保税の税率・税額（案）

が決定された。今回の引上げは２０２７年度からの保険税

水準の準統一に向けたもので、令和７年度を第一段階、 

令和８年度を第二段階として引き上げるものである。 

４人世帯のモデルケースで３５９，４００円から   

３９３，１００円と年間３３，７００円の引上げとなって

いる。物価高騰が続き、給料が物価高騰に追い付かない中、

大変な町民負担となる。町民の生活を守るべく町の取組が

求められる中での引上げについて、以下伺う。 

（１）令和８年度の国民健康保険税率・税額（案）につい

て、子ども・子育て支援金分の加算を含め説明を。 
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３．南側水路整備

は住民合意で 

進めよ 

 

（２）町民生活にとって、耐えがたい値上げと考えるが、

町の認識は。 

（３）一般会計からの法定外繰入れを行い、引上げを中止

すべきと考えるが、そのための試算を示されたい。 

（４）高すぎる国民健康保険税について、町独自の負担 

軽減措置を検討すべきではないか。 

（５）町として、国民健康保険の財政基盤を抜本的に強化

するための公費負担の引上げを、あらゆる機会を通じ

て政府に強く要請することを求めるが、町の見解を 

明らかに。 

 

南側水路の整備については、昨年度「南側水路整備手法 

検討業務委託」について委託業者から提案報告が提出され

た。長年の懸案を解決していくため、地域住民や清流  

プロジェクトなどボランティア団体、専門家を加えて  

具体化を図ることが求められる。あわせて、本年度の補修 

工事等についても進展が求められる。そこで、以下伺う。 

（１）令和７年度南側散策道等維持管理事業について。 

①令和７年度南側水路整備設計業務の進捗は。 

②令和７年度南側水路補修工事の進捗は。 

③住民説明会の開催は。 

（２）南側水路整備手法検討業務の検討結果について。 

 ①概要の説明を。 

 ②水源はどこからとるのか。 

③流末はどこに落とすのか。 

④生態系の調査は行ったか。 

⑤水質の改善方法は。 

⑥排水対策として、分流の仕組みを導入し、家庭雑排水

は公共下水道へ接続させるなどの対策は。 

⑦河川指定を受ければ、琵琶溜井から分流する葛西用水

を受けることができるが、見解は。 

⑧地域住民・清流プロジェクトなどボランティア団体・

専門家で整備検討委員会を作り、住民合意で進める 

べきと考えるがいかがか。 
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